117V2付属証明書

145V1 付属証明書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印（社印を捺印）

＜付属証明書の作成方法＞

1． 申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。

「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。

2． 「添付証明書」欄の各証明書を用意して下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。

「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。

3． 各証明書の作成は（記入例）を参照して下さい。

4． 「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。

	項目
	添付証明書
	添付証明書の発行者

	エコマーク表示有無（予定）
	· ある

□製品／□包装／□カタログ・リーフレット

□取扱説明書／□その他（　　　　　　　　）

· なし　

(表示する場合は表示設計図のご提出が必要です。)

（該当する事項をチェックして下さい。）
	申込者

	
	表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）
	

	

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社

（該当する事項をチェックして下さい）
	他社開発製品の場合、申込承諾書（記入表6）
	申込承諾者

	本商品類型で、既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない

（該当する事項をチェックして下さい）

（ブランド名以外変更がなければ、以下の項目の証明は不要です）
	エコマーク商品認定審査結果通知書の写し

変更点についての認定基準に対する証明書（変更がある場合）
	

	対象
	記入欄

	型式（品番）名
	

	エネルギー消費に係る区分
	　標準品　／　　ワイドプロジェクタ／　短焦点プロジェクタ

　　　　　　 ／　　ワイド＆短焦点プロジェクタ

　　　　　短焦点プロジェクタの場合、　打上角θ　（　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　60インチ以上のスクリーンに投写できる距離（　　　　）ｃｍ　

　　　　　　　／　光源にランプを2つ以上使用するプロジェクタ

	解像度
	

	光源ランプの種類
	　水銀ランプ／　ＬＥＤランプ　／　レーザーランプ　／　その他光源（　　　　　　　）

	明るさ（ルーメン）
	　　　　　　　ルーメン

	エコモードの有無
	　あり　／　なし


	分析試験場

	一般原則
	分析試験場はISO/IEC17025（一致規格JIS Q17025）に従って運営されていること（認定までは問わない）。申請者は書類作成と分析の費用を負担する

	製造者の試験場である場合の 特別な要求事項
	監督官庁がサンプリングや分析過程を監視しているか、または分析と試験の実施の認可を受けているか、その製造者がサンプリングと分析を含む品質システムを確立しISO9001（一致規格JIS Q9001）を保持しているか、またはサンプリングと分析を含む品質システムについてISO9001に準拠する社内規格がありそれに則して測定が行なわれている場合には、製造者の試験場は分析やテストを執り行うことが認められる

	試験
	試験を行なった試験場について、それぞれ下記の情報を記載してください。

	エネルギー消費
	1.試験場名
	

	
	2.試験場住所
	

	
	3.試験場
	□ISO/IEC17025(一致規格JIS Q17025)の認定を受けている (「国際エネルギースタープログラムの認定試験所(LAB)である)

認定・登録番号[　　　　　　　　　]　制度名[　　　　　　　　　　　　　　]

□ISO/IEC17025(一致規格JIS Q17025)に従って運営されている

□「国際エネルギースタープログラムの認証機関の承認に関する条件と基準」の付属書類A で定める「立会製造事業者試験所(WMTL：Witnessed Manufacturers’ Testing Laboratory)または監理製造事業者試験所(SMTL：Supervised Manufacturers’Testing Laboratory)プログラムの運用に関する要件」を満たす

	
	3.製造者

試験場の場合
	□監督官庁がサンプリングや分析過程を監視している

□分析と試験の実施の認可を受けている

· サンプリングと分析を含む品質システムを確立しISO9001を

　保持している。

□ISO9001に準じた品質管理システムに則して測定している


相互認証を活用して海外環境ラベルを取得するにあたっては、ISO/IEC17025の認定を受けた試験所で試験をとり行うことが必要です(「国際エネルギースタープログラムの認証機関の承認に関する条件と基準」等の要件で可)
	項目
	基準概要＆記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	4-1-1

（1）
	　製品本体の重量は基準に適合する

　　製品重量　（　　　　　　）kg　


	　□　はい

　□　いいえ
	本事項が記載された該当部分の写し
	

	4-1-1
（２）
	　包装材料は省資源化に配慮している
	　□　はい

　□　いいえ
	包装材料チェックリスト　（記入表１）
	申込者（担当）　または製造事業者（担当）

	4-1-1
（３）
	　保守部品の供給期間は、当該製品の製造停止

　後５年以上である
	　□　はい

　□　いいえ
	本事項が記載された該当部分の写し
	

	4-1-1
（４）
	　修理の受託体制が整備され、機器利用者の依

　頼に応じて修理を行っている
	　□　はい

　□　いいえ
	
	

	
	　体制の整備として以下の点に関する情報提供

　がなされている

　　・修理を受託することの情報提供

　　・修理の範囲（サービス内容）、連絡先など
	　□　はい

　□　いいえ
	本事項が記載された該当部分の写し
	

	4-1-1

（５）
	　光源のランプ交換時期は基準に適合する

　　　（　　　　　　）　時間

	　□　はい

　□　いいえ
	ランプ寿命の算定に関する根拠資料（試験結果など）
	

	4-1-1

（６）
	　リサイクルするための分解が可能な設計である
　　　　
	　□　はい

　□　いいえ
	３Ｒ設計チェックリスト
（記入表２）
	申込者（担当）　または製造事業者（担当）

	4-1-2
（７）
	　製品の使用時消費電力は基準に適合する
　　　（　　　　　　）　Ｗ
	　□　はい

　□　いいえ
	試験結果
（カタログ記載値と異なる場合は理由を補足してください）
	申込者（担当）　または製造事業者（担当）

	4-1-2
（８）
	　製品の待機時消費電力は0.50Ｗ以下である
　　（　　　　　　）　Ｗ
	　□　はい

　□　いいえ
	試験結果

（カタログ記載値と異なる場合は理由を補足してください）
	申込者（担当）　または製造事業者（担当）


	項目
	基準概要＆記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	4-1-3
（９）
	製品における鉛・水銀・カドミウムおよびそれらの化合物、六価クロム化合物の含有率が、改正RoHS指令(2011/65/EU)の ANNEX IIの基準値以下（表4）であることを確認していること。ただし、ANNEX IIIに指定されているものは除く。また、多臭化ビフェニール（PBB）、多臭化ジフェニルエーテル（PBDE）または短鎖塩素化パラフィン（鎖状C数が10-13、含有塩素濃度が50％以上）の難燃剤を添加していない
	　□　はい

　□　いいえ
	
	

	
	（確認方法の詳細を以下に記入して下さい）

□申込者(もしくは製造事業者)が試験によって確認している

□申込者（もしくは製造事業者）が当該物質を含む「グリーン調達基準書」などを作成し、部品供給事業者に含有有無(含有量)を確認している

　グリーン調達基準書の名称：

　URL(掲載している場合のみ)：

　※掲載していない場合には、初回の認定時および基準書の改版時後の申込時に提出して下さい。

□申込者（もしくは製造事業者）が部品供給事業者に対して、当該物質の試験結果の提出を求めている。

□その他：　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	
	

	4-1-3
（１0）
	　25ｇ以上のプラスチック製筐体部品にハロゲン

　を含むポリマを使用していない。また、処方構成

　成分として、難燃剤として有機ハロゲン化合物

　を添加していない
	　□　はい

　□　いいえ
	筐体プラスチック材料　リスト（記入表３）
	申込者（担当）

または

製造事業者（担当）

	4-1-3
（１１）
	　25ｇ以上のプラスチック製筐体部品には、EUの

　危険な物質の分類、包装、表示に関する法律、

　規制、行政規定の近似化に関するEC理事会

　指令の付属書Ⅰにより発がん性・変異原性・生

　 殖毒性のカテゴリー１～３に分類される物質を処方構成成分として添加していない
	　□　はい

　□　いいえ

 
	筐体プラスチック材料　リスト（記入表３）
	申込者（担当）

または

製造事業者（担当）

	4-1-3
（１２）
	　100g以上のガラス部品に使用される添加剤（着色剤など）はカドミウム・鉛・水銀・六価クロムおよびその化合物を処方構成成分として添加していない
	　□　はい

　□　いいえ

□ 含有値基準値以下の添加あり　　　
	ガラス材料リスト　　　（記入表４）
	申込者（担当）

または

製造事業者（担当）


	項目
	基準概要＆記入欄
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	4-1-3
（１３）
	　水銀ランプに関する情報提供があり、回収する仕組みがある
	　□　はい

　□　いいえ
　□ 水銀ランプの使用がない
	本事項が記載された該当部分の写しおよび
説明資料
	申込者（担当）

または

製造事業者（担当）

	4-1-3
（１４）
	申込商品の製造にあたって、最終製造工程を行う工場が立地している地域の環境法規等を順守している
	　□　はい

　□　いいえ
	環境法規等順守証明書（記入表５）
	製品組立工場の工場長

	
	申込日より過去5年間の環境法規等の違反がない。もしくは、違反があった場合には、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守している
	　□　はい

　□　いいえ
	
	

	4-1-4
（１５）
	　下記の情報提供をしている

　　a.エコモードの有無に関する情報
　　b.ランプの交換時期（時間）の目安、ランプ交換や長寿命につながる適正な使い方に関する情報
　　c.最大消費電力、待機時消費電力に関する情報 
　　d.LCA結果（タイプⅢ環境ラベル等）などの

　　　情報

　　　　　□実施している　□実施していない　

　　e.使用後の製品の廃棄もしくはリサイクルに　関する情報 
	　□　はい

　□　いいえ


	本事項が記載された該当部分の写し
	


配慮事項

認定の要件ではないが、製造にあたっては以下に配慮することが望ましい。
	項目
	基準概要＆記入欄
	

	5.（１）
	　騒音は、ISO7779（一致規格JISX7779:2001）　に規定する測定方法に従い得られた実測値に基づき、ＩＳＯ9296(一致規格ＪＩＳ　Ｘ7778:2001)の規定する「表示Ａ特性放射音圧レベルLpan」の値は基準に適合する
	　
□　はい

□　いいえ
　数値（　　　　）dB
＊適合・不適合にかかわらず、数値を記載してください。なお、測定していない場合には、未測定と記載してください。
	


記入表１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日付：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名：　　　　　　　　　　　　印

包装材料チェックリスト

　　　　型式（機種）名：

	No.
	分類
	要求
	実現

	1
	省資源化
	減量化・減容化を考慮しているか
	□はい/□いいえ

	2
	
	再生原料の使用を考慮しているか

　　（古紙、再生プラスチックなど）
	□はい/□いいえ

	3
	再資源化
	材料の共通化を図っているか
	□はい/□いいえ

	4
	
	リサイクル、もしくはリユースしやすい材料の選択を考慮しているか
	□はい/□いいえ

	5
	
	異種材料を複合して使用する場合には、材料間の分離が容易か
	□はい/□いいえ

	6
	
	法令やJIS規格による材質表示がされているか
	□はい/□いいえ

	7
	
	包装に使用される材料は、環境影響を及ぼす化学物質の使用回避、削減がされているか
	□はい/□いいえ


　＊上記の要求事項に対して、全て実現（「はい」）している場合に、基準に適合すると判断する。　
　　

包装材料リスト表
	No
	包装材料名（使用素材名）



	例
	ポリエチレン袋

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


記入表２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日付：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名：　　　　　　　　　　　　印

3R設計チェックリスト

　　

　　型式（機種）名：

Must項目(実現されなくてはならない項目)

	分類
	No
	要求
	対象
	実現

	構造と結合技術
	1
	相互に適合性を有さない材料で構成されるサブアッセンブリ同士は分離可能かまたは分離補助部付きで結合されているか。　
	筐体部品、シャーシ、電気・電子サブアッセンブリ
	□はい/□いいえ

	
	2
	電気・電子サブアッセンブリおよび電気・電子部品は容易に見つけられ、分別可能か。

保守・修理において交換の必要性が高い部品は容易に取り外しができるか。
	機器全体、ランプを含む
	□はい/□いいえ

	
	3
	リサイクルのための分解は一般的な工具だけでできるか。
	筐体、シャーシ、電気･電子サブアッセンブリ
	□はい/□いいえ

	
	4
	分解工具のために必要な掴み点および作業空間が考慮されているか。
	筐体部品、シャーシ、電気・電子サブアッセンブリ
	□はい/□いいえ

	
	5
	サブアッセンブリの固定のためのネジ結合は４種類以下の道具だけで解除できるか。　
	筐体部品、シャーシ、電気・電子サブアッセンブリ
	□はい/□いいえ

	
	6
	分解作業は一人の人間で行えるか。
	機器全体
	□はい/□いいえ

	
	７
	水銀が含まれている部品については、選別できるような情報提供が行われ、分解作業上、安全に取り出せる構造になっているか。
	ランプ
	□はい/□いいえ

	
	8
	製造事業者は上記1から7に従って、試し分解を行ったか。
	機器全体
	□はい/□いいえ

	材料の選択および
マーキング
　
　

　
	9
	類似の機能を有する25g以上の筐体プラスチック部品の材料は一種類に限定されているか。ただし、再使用部品であることが証明された部品または特別な機能（耐熱性、耐摩耗性、耐衝撃性）が求められる部品には本項目を適用しない。
	筐体部品
	□はい/□いいえ

	
	10
	プラスチック部品には少なくともISO11469:2000(同等規格-JIS K6999:2004)によるマーキングがなされているか。ただし、重さ25g未満の部品または平らな部分の面積が200mm2未満の部品を除く。
	機器全体
	□はい/□いいえ


Should項目(実現が望ましい項目)

	分類
	No
	要求
	対象
	実現

	構造と結合技術
	1
	分離すべき結合個所は容易に見つけられるか。
	筐体部品、シャーシ
	□はい/□いいえ

	
	2
	10kg以上の製品にあっては全分解工程を通して受け面を維持できるか。
	ハンドリングすべきユニット
	□はい/□いいえ

	材料の選択および
マーキング
	3
	同一のプラスチック材料から製造されている部品の着色は、統一性または適合性を有しているか。ただし、機器の操作部品には本項目を適用しない。
	筐体部品
	□はい/□いいえ

	
	4
	リサイクルを妨げない塗料を使用しているか。
	筐体部品　
	□はい/□いいえ

	
	5
	再使用プラスチック部品または再生プラスチック部品を使用しているか。
	筐体部品、シャーシ
	□はい/□いいえ


記入表３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日付：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名：　　　　　　　　　　　　印

25g以上の筐体プラスチック製部品に使用しているプラスチック材料リスト

　　

　　型式（機種）名：

	No.
	部品名称
	重量（ｇ）
	材質名
	ハロゲンポリマの 含有
	難燃剤の添加有無
	難燃剤として有機ハロゲン化合物の添加の有無
	EC理事会指令67/548/EECの付属書Ⅰにより発がん性・変異原性・生殖毒性のカテゴリー1～3に分類される物質の添加有無

	例示
	例：　REAR　COVER
	30
	ABS
	なし
	あり
	なし
	なし

	1
	
	　
	　
	　
	　
	
	　

	2
	
	　
	　
	　
	　
	
	　

	3
	
	　
	　
	　
	　
	
	　

	4
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	5
	
	　
	　
	　
	　
	
	　

	6
	
	　
	　
	　
	　
	
	　

	7
	
	　
	　
	　
	　
	
	　

	8
	
	　
	　
	　
	　
	
	　

	9
	
	　
	　
	　
	　
	
	　

	10
	
	　
	　
	　
	　
	
	　


記入表４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日付：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名：　　　　　　　　　　　　印

100ｇ以上のガラス部品に使用している材料リスト

　　

　　型式（機種）名：

	No.
	部品名称
	重量

（ｇ）
	鉛及びその化合物の添加の有無

ある場合、

含有量
	水銀及びその化合物の添加の有無

ある場合、

含有量
	カドミウム及びその化合物の添加の有無

ある場合、

含有量
	六価クロム及びその化合物の添加の有無

ある場合、

含有量

	例示
	例：投影レンズ
	
	なし
	なし
	なし
	なし

	1
	
	
	　
	　
	　
	　

	2
	
	
	　
	　
	　
	　

	3
	
	
	　
	　
	　
	　

	4
	　
	
	　
	　
	　
	　

	5
	
	
	　
	　
	　
	　

	6
	
	
	　
	　
	　
	　

	7
	
	
	　
	　
	　
	　

	8
	
	
	　
	　
	　
	　

	9
	
	
	　
	　
	　
	　

	10
	
	
	　
	　
	　
	　


　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記入表５　

公益財団法人日本環境協会

　　エコマーク事務局　御中

環境法規等順守証明書

	発行日：　　　　　　２０
	
	年
	
	月
	
	日

	(会社名)

(工場名)

(責任者名)役職名　　　　　　氏名
	印

(社印、もしくは責任者員を捺印、

海外の場合は責任者のサイン）

	工場住所：

	TEL　　：


　　　

　　　* 責任者名は最終製品を製造する工場長（もしくは相当する工場の責任者）

* 本証明書の発行日は、エコマークへの申込日より直近3ヶ月以内有効
下記の事項に適合していることを証明します。

記

１．申込商品の製造にあたり、大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭、有害物質の排出などについて、以下の関連する環境法規および公害防止協定など（以下「環境法規等」という）を順守していることを証明します。

　　（以下の該当する□をチェック、記入の上、ご提出下さい。　別紙一覧提出可）

	工場に関連する環境法規等の名称
	備考

	□ 大気汚染防止法
	

	□ 水質汚濁防止法
	

	□ 騒音規制法
	

	□ 振動規制法
	

	□ 悪臭防止法
	

	□ その他：
	


※ “その他”には工場が該当する法律名、立地する地域の条例や協定が存在する場合にはその名称を記載すること（例：○○県○○環境保全条例、○○市公害防止協定）

２．本証明書の発行日より以前の環境法規等の順守状況は以下の通りであることを証明します。

（該当する□をチェックし、ご提出下さい。また、違反とは、行政処分、または行政指導などを指します。）

　　□　過去5年間、関連する環境法規等の違反はありません。

□　創業（　　　　年）以来、関連する環境法規等の違反はありません。

　　□　過去5年間に関連する環境法規等に違反があり、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守しています。

※行政処分、または行政指導などの違反があった場合には、以下a.b.の書類の提出が必要です。
	a.違反事実について、行政機関などからの指導文書(改善命令、注意なども含む)、およびそれらに対する回答書(原因、是正結果などを含む)の写し(一連のやりとりがわかるもの)

	b.環境法規等の順守に関する管理体制についての次の1)～5)の資料(記録文書の写し等)

1)工場が立地している地域に関係する環境法規等の一覧

2)実施体制(組織図に役割等を記したもの)

3)記録文書の保管について定めたもの

4)再発防止策(今後の予防策)

5)再発防止策に基づく実施状況(順守状況として立入検査等のチェック結果)


　　□　過去に環境法規等に違反があり、まだ改善等がはかられていません。

以上
記入表6
公益財団法人日本環境協会 
エコマーク事務局 御中

申込承諾書

	発行日：２０　
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は製品を製造した会社（申込承諾者）

当社商品名（　　　　　　　　　　　）（エコマーク認定番号（　　　　　　　））を、

エコマーク申込企業（　　　　　　　　）が商品ブランド名（　　　　　　）として、

エコマーク商品認定・使用申込を行うことを承諾します。

以上

申込ブランド名　
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